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随
時
積
法
の
獲
理

臨
時
税
法
の
整
理汐

見

良E

編
時
税
法
に
よ
る
増
税
と
減
税

昭
和
十
二
年
か
ら
昭
和
十
三
年
に
か
け
て
関
税
と
地
方
税
と

の
雨
方
商
に
於
て
増
税
と
減
税
と
の
二
つ
が
行
は
れ
た
。
議
舎

(イ) ~;Ij 
臨;損害 に
時七す
F且十 <5
移tIi司と
士曾マi子・5た
徴 I!'却の
法 i議如
共合〈
牡色 で
にお
よる
る。

増
税

半
年
度
約
四
億
l碍

臨
時
地
方
財
政
補
給
金
に
よ
る
減
税
二
億
闘
)

ロ
第
七
十
一
同
帝
国
議
曾

北
支
事
件
特
別
税
法
に
上
る
増
税
(
約
一
億
闘
)

ハ
第
七
十
三
岡
帝
図
議
舎

税
制
の
部
分
的
改
疋
(
所
得
税
、
栴
績
枕
、
登
録
役
、
酒
税
)

(
牧
入
に
殆
ん
ど
増
滅
危
し
)

支
那
事
凌
特
別
税
法
及
臨
時
利
得
税
法
改
正
に
よ
り
増
税

(
平
年
度
約
三
億
闘
)

第
四
十
六
巻

九
五

第
六
娩

九



臨
時
税
法
の
整
理

臨
時
租
税
措
置
法
に
よ
る
減
税
(
卒
年
度
約
四
百
寓
闘
)

臨
時
地
方
財
政
補
給
金
に
よ
る
減
税
二
億
三
千
高
闘
)

乙
の
中
で
北
支
事
件
特
別
税
法
は
支
那
事
媛
特
別
税
法
が
成

立
す
る
と
共
に
廃
止
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
、
増
税
額
は

岡
視
に
於
て
七
億
闘
(
臨
時
租
税
増
徴
法
サ
一
九
他
に
よ
る
増
税
と

支
那
事
療
特
別
税
法
及
臨
時
利
得
税
法
改
匹
に
よ
る
増
税
と
を

ム
口
し
て
)

で
あ
り
、
減
税
額
は
園
税
に
於
て
四
百
官
同
国
(
臨
時

租
税
措
置
法
に
よ
る
減
税
)

と
地
方
税
に
於
て
一
億
三
千
高
閣

(
臨
時
地
方
財
政
補
給
金
に
よ
る
減
税
)
と
云
ふ
数
字
を
示
し
て

ゐ
る
。
結
局
に
於
て
闘
税
地
方
税
を
通
じ
五
億
六
千
六
百
高
園

の
増
税
を
行
っ
た
事
と
な
る
誇
で
あ
る
。

此
等
の
増
減
税
の
多
く
は
臨
時
立
法
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て

ゐ
る
。
問
題
を
園
税
の
み
に
限
定
し
臨
時
税
法
を
年
代
順
に
列

記
す
る
と
突
の
如
ぐ
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
行
は
れ
た
の
は
林
内
閣
の
結
城
犬
戴
大
臣
の
手

に
な
る
臨
時
租
税
増
徴
法
(
昭
和
十
二
年
三
月
三
十
日
法
律
第

軍虎

で
る
る
ロ
共
後
に
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第

四
十
二
時
抗
で
改
正
せ
ら
れ
た
が
臨
時
租
税
増
徴
法
そ
の
も
の
は

第
四
十
六
容

第
六
説

四
O 

九
五
四

今
も
尚
行
は
れ
↑
て
ゐ
る
。
臨
時
税
法
の
整
理
と
し
℃
筆
者
が
問

題
と
し
て
ゐ
る
の
は
貨
は
此
の
税
法
で
あ
る
。

林
内
閣
の
次
に
立
つ
売
近
衛
内
閣
の
時
に
北
支
事
件
が
勃
袈

し
北
べ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
賀
屋
大
崎
大
医
は
北
文
事
件
特
別

税
法
(
昭
和
十
二
年
八
月
十
二
日
法
律
第
六

f
六
時
肌
)
を
定
め
た

の
で
あ
る
。
抗
し
附
和
十
三
年
四
月
一
日
よ
わ
北
文
事
件
特
別

税
法
は
廃
止
せ
ら
る
与
に
至
っ
た
。

北
支
事
件
が
支
那
事
費
に
護
展
す
る
に
及
び
北
文
事
件
特
別

税
法
に
代
ゆ
る
新
税
法
を
必
要
と
し
た
。
賀
屋
大
出
州
大
臣
が
支

那
事
務
特
別
税
法
(
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
五
十

一
一
統
)
を
定
め
た
る
所
以
で
る
る
。

支
那
事
務
特
別
税
法
と
共
に
非
常
時
議
法
と
し
て
注
目
す
べ

き
は
臨
時
利
得
税
法
中
改
正
法
律
(
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一

日
法
律
第
四
十
五
競
)
で
あ
る
。
本
税
法
は
元
来
は
満
洲
事
件

を
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
之
を
支
那
事
獲
に

も
趨
用
出
来
る
様
に
改
正
を
加
へ
た
。

支
那
事
開
設
特
別
税
法
及
臨
時
利
得
税
法
改
E
は
増
税
を
主
限

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
費
の
矯
め
経
済
上
に
悪
影
響
を
受



け
た
る
人
の
負
捨
を
駆
減
ず
る
矯
め
に
臨
時
租
税
措
置
法
(
昭

和
十
コ
一
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
五
十
二
流
)
を
制
定
す
る
事

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

上
中
辿
の
如
く
現
行
税
法
と
し
て
過
去
一
年
の
聞
に
基
本
役
法

の
他
陀
臨
時
租
税
増
徴
法
と
北
支
事
件
特
別
税
法
と
支
那
事
媛

特
別
税
法
と
臨
時
利
得
税
法
改
正
法
律
と
臨
時
租
税
措
置
法
と

の
五
つ
の
臨
時
税
法
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
事
は
我
闘
財
政

の
安
全
感
を
保
つ
に
役
立
勺
所
が
大
で
あ
る
が
、
同
時
に
負
矯

側
四
係
を
複
雑
化
ぜ
し
め
た
は
肌
馳
も
有
し
て
ゐ
る
。

:
l
'
d
m
ι
ナ
壬
u

z、
才
師
叫
し
仕
仲
泊
む

訟
の
整
理
を
設
〈
所
以
で
あ
る
。

『

ー
国
税
の
複
雑
化

問
題
を
園
税
の
増
税
の
み
に
限
っ
て
見
る
。
園
税
の
大
多
数

は
基
本
税
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
或
者
は
臨
時
租
税
増

徴
法
と
支
那
事
鑓
特
別
役
法
と
の
こ
っ
又
は
一
つ
に
よ
っ
て
増

徴
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。
叉
或
者
は
基
本
税
法
な
し
に
支
那
事
受
特

別
税
法
の
み
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
も
る
る
。
更
に

我
が
図
説
が
歳
入
珠
算
に
整
理
せ
ら
れ
て
ゐ
る
形
式
を
見
る
に

溜
臨
吋
栂
法
の
整
理

経
常
部
に
属
ず
る
も
の
と
臨
時
部
に
暗
唱
す
る
も
の
と
が
交
錯
し

て
ゐ
る
。
複
雑
な
る
我
が
園
税
を
根
城
税
法
別
左
環
算
別
と
に

示
せ
ば
弐
の
結
旧
式
を
得
る
の
で
あ
る
。

付
基
本
税
法
の
み
の
も
の
(
歳
入
経
常
部
に
岡
崎
ナ
)

ω地
租
、
山
個
人
山
営
業
牧
続
税
、
明
採
掘
繍
匝
役
、
凶
試
掘

鏑
厄
税
、
問
砂
鎖
庖
税
、

象
後
行
税
、

川
間
外
貨
債
特
別
税
、
問
先
換
銀
行

附
清
涼
飲
料
枕
、

ω心
何
一
償
詮
券
移
一
時
校
、
側
織

(ロ)
部基 (14) 物
に本骨 j宵
局税牌費
す法税税
)と

臨 (11))(111 
時可]揮
租紙護
税枕油
増‘税
1~ (LG) 
法院1(12) 
と仇:登
lて ・録
よiJli')税
る噂j
も税 (13)
の狩
1鼠
免
許
税

(
歳
入
経
常

川
法
人
管
業
牧
四
位
説
、
間
資
本
利
子
税
、
防
相
演
説
、
川
閉
鎖

産
税
、
聞
酒
税
、
附
取
引
所
管
業
税

~
円
幕
本
税
法
と
臨
時
租
枕
増
徴
法
と
支
那
事
餐
特
別
説
法
と
に

よ
る
も
の
(
歳
入
経
常
部
に
属
す
)

ω所
得
税
、
倒
砂
糖
消
費
税
、
間
取
引
所
取
引
税

一
一
基
本
税
法
と
支
那
事
品
質
特
別
税
法
と
に
よ
る
も
の

常
部
に
開
局
す
}

(
歳
入
経

館
四
十
六
巻

九
五
五

第
六
掠

四



臨
時
税
法
の
整
型

川
法
人
資
本
税

同
基
本
税
法
と
臨
時
租
税
増
徴
法
と
臨
時
利
得
税
法
改
定
法
律

に
よ
る
も
の
(
歳
入
臨
時
部
に
属
す
)

(へ)
す・支 (1) 
--ml 宮両
事時
聖書利
特得
)jIJ 華Il:
税
法
ID 
み
t亡

よ
る.
も
の

(
歳
入
臨
時
部
に
属

∞
利
白
金
配
首
税
、

ω公
債
及
枇
債
利
子
税
、
州
刷
物
品
税
、

ω

通
行
税
、
間
入
場
税
、
的
特
別
入
揚
税

我
圃
の
国
税
=
一
十
四

l
一
止
確
に
云
へ
は
多
少
の
常
減
を
見
る

の
で
あ
る
が
便
宜
上
三
十
四
と
し
て
置
く
!
の
中
で
字
数
は
臨

時
租
税
増
徴
法
及
び
支
那
事
費
特
別
税
と
交
渉
を
持
た
友
い
の

で
あ
る
が
、
此
等
の
図
税
の
牧
入
額
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。

教
に
於
て
我
が
園
税
の
竿
分
を
占
め
額
に
於
て
我
が
園
税
の
大

部
分
を
占
め
る
共
他
の
凶
税
に
つ
い
て
見
る
と
‘
基
本
税
誌
に

臨
時
租
税
増
徴
法
が
加
は
っ
た
も
の
が
六
つ
、
基
本
税
法
と
臨

時
租
税
増
徴
法
と
支
那
事
愛
特
別
税
法
と
に
よ
る
も
の
が

っ
、
基
本
税
法
と
支
那
事
境
特
別
税
法
と
に
よ
る
も
の
一
。
、

基
本
税
法
と
臨
時
租
税
増
徴
法
と
臨
時
利
得
税
法
改
正
訟
律
に

第
四
十
六
位
世

九
五
六

匹l

第
六
銃

よ
る
も
の
一
つ
、
支
那
事
挺
特
別
税
法
の
み
に
よ
る
も
の
六
つ

と
な
っ
て
ゐ
る
。

我
が
園
税
の
全
貌
を
一
瞥
す
る
に
、
泉
本
税
法
は
も
左
よ
り

重
要
で
あ
る
が
、
臨
時
租
税
増
徴
法
と
支
那
事
時
現
特
別
税
訟
等

の
臨
時
税
法
が
如
何
に
重
大
佐
る
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
払
を
知

'

〉

お

〉

、

，

G

Y弘
次

τ主
主

臨
時
租
税
増
徴
法
ム
」
支
那
事
費
特
別
税
法

と
の
比
較

臨
時
租
税
増
徴
訟
は
第
一
僚
に
「
首
分
ノ
内
本
訟
-
-
依
リ
所

得
税
‘
法
人
ノ
営
業
牧
続
税
、
資
本
利
子
税
、
相
績
税
.
鯖
産
税
、

酒
税
、
砂
糖
消
費
税
、
取
引
所
税
及
臨
時
利
得
税
ヲ
増
徴
シ
金

鍛
及
銀
銭
-
一
特
別
鉱
産
税
ヲ
課
ス
」
と
定
め
、
支
那
事
費
特
別

税
法
第
一
僚
の
「
賞
分
ノ
内
本
法
-
一
一
依
甲
所
得
税
、
法
人
資
本

税
、
砂
糖
消
費
税
及
取
引
所
税
ヲ
増
徴
シ
利
待
配
首
税
、
公
債

及
枇
債
利
子
校
、
通
行
税
、
入
揚
税
、
特
別
入
揚
枕
及
物
品
税

ヲ
謀
ス
」
と
相
左
ら
ん
で
臨
時
税
法
の
形
を
と
り
基
本
税
法
と

針
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
雨
税
法
が
臨
時
的
の
性
質
を
有
し

て
ゐ
る
事
は
.
道
附
麻
布
町
村
等
の
地
方
圏
憶
が
此
等
の
租
税



に
封
し
附
加
税
を
課
し
得
友
い
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
印
ち
臨
時
租
税
増
徴
法
第
二
十
僚
が
「
北
海
道
、
府
腕
柄
、

市
町
村
共
ノ
他
ノ
公
共
圏
樫
ハ
本
法
ニ
依
リ
増
徴
ス
ル
税
額

(
第
七
僚
及
第
二
十
二
保
ノ
規
定
-
一
依
リ
増
額
ト
矯
ル
部
分
ヲ

合
マ
ズ
)

又
ハ
本
法
一
一
依
リ
課
ス
ル
特
別
鋸
産
税
-
一
付
附
加
税

ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
定
め
、
支
那
事
費
特
別
税
法
第
六

十
一
僚
が
「
北
海
道
、
府
牒
、
市
町
村
共
ノ
他
ノ
公
共
闘
韓
ハ

本
法
ニ
依
リ
柑
徴
ス
ル
税
制
相
(
第
七
僚
ノ
規
定
=
依
リ
増
額
ト

鴻
ル
バ
部
分
ヲ
合
7

ズ
)
又
川
本
法
ニ
依
リ
課
ス
ル
利
ハ
叶
配
首
税
、

公
債
及
枇
債
利
子
税
、
通
行
税
、
入
場
税
、
特
別
入
場
税
及
物

口
問
従
ニ
付
附
加
役
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
特
別
ノ
事
情
ア

ル
市
町
村
エ
隈
リ
内
務
4

人
臣
及
大
蔵
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル

ト
キ
ハ
第
六
保
ノ
規
定
=
依
リ
諜
ス
ル
所
得
税
ノ
附
加
税
ヲ
課

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
定
め
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

然
ら
ば
臨
時
租
税
増
徴
法
と
支
郊
事
受
特
別
挽
法
と
の
雨
税

法
が
同
じ
程
度
に
臨
時
的
の
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ

に
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
邸
ち
支
那
事
費
特
別
税
法
が
第

七
十
六
僚
に
「
本
法
ハ
支
那
事
愛
終
了
後
共
ノ
翌
年
十
一
今
月

臨
時
稔
法
の
整
理

十
一
日
迄
一
一
之
ヲ
廃
止
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
に
針
し
、
臨

時
租
税
増
徴
法
は
法
文
上
に
廃
止
の
時
期
を
明
示
し
て
ゐ
な
い

の
で
あ
る
。
乙
れ
臨
時
租
税
靖
徴
訟
に
「
臨
時
」
の
文
字
を
冠
し

旦
つ
「
蛍
分
ノ
内
」
の
法
交
を
加
へ
、
地
方
附
加
税
の
賦
課
を
認

め
ず
る
規
定
を
設
け
.
更
に
衆
議
院
が
「
臨
時
租
税
増
徴
法
の

適
用
を
昭
和
十
二
年
度
に
限
定
し
:
:
:
」
の
附
帯
決
議
を
な
し

貴
族
院
が
「
臨
時
租
税
増
徴
法
の
施
行
は
昭
和
十
一
一
年
度
限
り

之
を
止
め
:
:
・
」
の
希
望
決
議
を
加
へ
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
支

那
事
緩
特
別
税
と
臭
っ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。
川
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車

税
増
徴
法
が
基
本
税
法
に
比
し
臨
時
的
危
る
に
反
し
支
那
事
費

特
別
税
法
に
比
し
恒
久
的
た
る
を
知
る
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
支
那
事
費
特
別
税
法
と
臨
時
租
税
増
徴
法
と
は
共
の

成
立
の
事
情
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
所
謂
馬
場
税

制
案
が
行
は
れ
る
も
の
と
し
て
昭
和
十
二
年
度
複
算
案
が
編
成

せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
庚
田
内
閣
の
突
然
の
僻
臓
の
鋳

め
に
珠
算
面
に
相
官
額
の
経
常
牧
入
訣
陥
を
生
じ
た
の
で
ち
る
。

と
の
歳
入
扶
陥
を
補
ふ
応
急
庭
置
と
し
て
林
内
閣
の
結
城
大

蔵
大
臣
が
臨
時
租
税
増
徴
法
を
案
出
し
た
の
で
あ
る
。
か
ぐ
て
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臨
時
税
法
の
整
理

臨
時
租
税
増
徴
法
は
支
那
事
費
と
は
直
接
の
関
係
h
q
一
有
し
て
ゐ

な
い
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
北
支
事
件
特
別
税
法
は
北
支
事
件

が
勃
裂
す
る
に
及
び
事
件
費
の
一
部
を
支
帥
析
す
る
矯
め
に
設
け
一

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
北
支
事
件
が
支
那
事
務
に
横
大

す
る
に
及
び
一
億
閣
の
北
支
事
件
特
別
税
に
代
り
一
一
一
億
閣
の
支

那
事
健
特
別
枕
が
段
け
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
支
那
事
境
特
別

税
法
が
支
那
事
授
の
産
物
な
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

筒
、
臨
時
租
税
増
徴
法
と
支
那
事
費
特
別
税
法
と
の
外
に
、

臨
時
税
法
と
し
て
臨
時
利
得
税
訟
を
考
へ
ね
ば
友
ら
ね
。
臨
時

利
得
税
法
は
昭
和
四
、
五
、
六
年
を
基
準
年
度
と
し
て
臨
時
利

得
に
課
税
す
る
も
の
で
あ
っ
て
満
洲
事
件
の
産
物
で
あ
る
。
今

度
は
更
に
昭
和
九
、
十
、
十
一
年
を
基
準
年
度
と
し
て
臨
時
利

得
に
課
税
す
る
事
と
た
り
支
那
事
鐙
に
誼
廃
す
る
様
に
し
た
の

で
あ
る
。
乙
れ
亦
「
臨
時
」
の
名
を
冠
し
た
が
ら
陵
止
の
時
期
が

定
め
ら
れ
で
ゐ
な
い
が
、
支
那
事
獲
と
は
関
係
の
深
い
も
の
で

あ
る
。
廃
止
の
時
期
が
定
め
ら
れ
友
い
臨
で
は
臨
時
利
得
税
法

は
臨
時
租
税
増
徴
法
と
共
通
黙
を
有
し
支
那
事
費
特
別
税
法
と

異
り
、
支
那
事
援
と
闘
係
の
る
る
黙
で
は
臨
時
利
得
税
法
は
支

第
四
十
六
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比
四
六
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四
回

那
事
契
特
別
税
法
と
同
様
で
あ
っ
て
臨
時
組
税
増
徴
法
と
異
つ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
穫
の
臨
時
税
法
が
交
錯
し
て
ゐ
る

所
に
、
専
門
家
で
な
け
れ
ば
負
捲
闘
係
が
明
か
に
さ
れ
な
い
と

一
去
ふ
闇
税
の
被
雑
化
の
悩
み
を
見
受
け
ら
れ
る
。

悶

臨
時
租
税
増
徴
訟
の
底
世

園
家
非
常
時
に
際
し
全
国
民
が
事
っ
て
租
税
を
負
捨
し
財
政

の
安
全
感
を
保
つ
べ
き
事
に
つ
い
て
誰
し
も
異
論
の
無
い
所
で

あ
る
。
然
し
基
本
税
訟
と
臨
時
租
税
増
徴
訟
と
支
那
事
費
特
別

税
法
と
臨
時
利
得
税
法
と
が
交
錯
し
専
門
家
で
友
け
れ
ば
園
民

の
負
捲
闘
係
を
正
確
に
理
解
し
得
な
い
と
云
ふ
の
は
決
し
て
好

ま
し
い
事
で
は
た
い
。
少
く
と
も
我
図
財
政
の
現
肢
と
し
て
悶

民
は
卒
素
か
ら
ど
れ
だ
け
の
負
擦
を
し
て
居
ら
ね
ば
た
ら
ね
か
、

更
に
支
那
事
襲
と
云
ふ
非
常
事
件
が
起
っ
た
時
に
国
民
は
共
上

に
ど
れ
だ
け
の
負
擦
を
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
か
‘
此
聞
の
消
息
が

日
時
同
然
と
な
っ
て
ゐ
る
事
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
此
の

意
味
に
於
て
筆
者
は
臨
時
税
法
の
整
理
を
希
望
し
其
の
第
一
歩

と
し
て
臨
時
租
税
増
徴
訟
の
庭
置
を
考
へ
た
い
の
で
あ
る
。
創



ち
臨
時
租
税
増
徴
法
を
廃
止
し
共
の
規
定
の
中
で
生
き
て
ゐ
る

部
分
を
基
本
税
法
に
併
合
せ
し
め
ん
と
す
る
の
が
筆
者
の
提
案

で
あ
る
。

我
が
図
税
の
中
で
恭
一
本
税
法
の
み
で
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
も

の
、
又
は
支
那
事
愛
特
別
税
法
の
み
で
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の

に
は
、
臨
時
租
税
増
徴
法
は
何
等
の
聞
係
を
持
た
た
い
の
で
あ

る
。
又
臨
時
租
税
増
徴
法
の
規
定
す
る
に
止
ま
る
も
の
も
問
題

は
筒
草
r

ピ
あ
る
。
然
る
に
臨
時
租
枕
増
徴
法
と
支
那
事
境
特
別

位
法
と
が
交
錯
し
て
ゐ
る
場
合
に
つ
い
て
は
複
雑
で
あ
品
。
邸

ち
来
一
本
税
法
と
支
那
事
愛
特
別
税
法
と
の
二
つ
で
税
李
が
計
算

せ
ら
れ
臨
時
租
税
増
徴
訟
が
全
く
無
蹴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
も

-
あ
り
、
基
本
税
法
が
全
く
無
視
せ
ら
れ
臨
時
租
税
増
徴
法
ム
」
支

那
事
鑓
特
別
税
法
と
の
こ
つ
に
よ
り
計
算
せ
ら
れ
る
事
も
あ

る
。
更
に
臨
時
利
得
税
法
の
場
合
で
あ
る
が
、
臨
時
租
税
増
徴

法
第
十
九
僚
に
よ
っ
て
増
徴
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
臨
時
利
得
税

法
改
正
に
よ
り
排
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
臨
時
利
得
税

法
中
改
正
法
律
附
則
第
三
保
「
臨
時
租
税
増
徴
法
第
十
九
僚
ノ

規
定
ハ
昭
和
十
三
年
一
月
一
日
以
後
ニ
終
了
ス
ル
法
人
ノ
各
事

臨
時
税
法
の
整
理

業
年
度
分
ノ
臨
時
利
得
税
及
昭
和
十
三
年
度
分
以
降
ノ
個
人
/

臨
時
利
得
税
一
二
就
テ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ズ
」
の
規
定
が
こ
れ
で
る

る
。
か
く
の
如
き
混
乱
は
何
に
基
〈
か
。
基
本
税
法
と
云
ふ
第

一
階
と
臨
時
租
税
増
徴
法
と
云
ふ
第
二
階
と
支
那
事
嬰
特
別
税

法
と
云
ふ
第
三
階
と
に
よ
り
我
が
園
税
が
組
織
せ
ら
れ
て
ゐ
る

矯
め
で
あ
る
。
而
し
て
国
税
の
或
部
分
に
つ
い
て
は
第
一
階
、

第
二
階
、
第
三
階
の
何
れ
か
一
つ
だ
け
が
用
主
左
し
、
閣
挽
の

他
の
部
分
に
つ
い
て
は
或
は
第
一
階
と
第
二
階
‘
第
二
階
と
第

一
二
階
、
第
一
階
と
第
一
一
一
階
止
が
役
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
表
面
三
階
建
の
視
を
皐
し
な
が
ら
第
一
階
叉
は
第
二
階
が

取
り
除
か
れ
て
ゐ
る
揚
合
を
往
々
に
し
て
見
受
け
る
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
中
途
半
端
の
存
在
た
る
第
二
階
の
臨
時
租
税
増

徴
法
を
除
〈
事
が
我
が
園
税
を
直
哉
簡
明
に
す
る
所
以
で
あ

る。
非
常
時
に
庭
す
る
図
民
の
気
持
と
し
て
は
恒
久
的
の
基
本
税

法
と
臨
時
的
の
支
那
事
費
特
別
税
法
と
の
二
本
建
て
に
て
非
常

時
税
制
を
組
織
せ
ん
事
を
笠
ん
で
ゐ
る
の
で
た
か
ら
う
か
。
恒

久
的
の
基
本
税
法
と
臨
時
的
の
支
那
事
費
特
別
税
法
と
の
聞
に
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臨
時
続
法
の
整
理

介
在
す
る
牢
臨
時
的
に
し
て
牢
恒
久
的
危
る
臨
時
租
税
増
徴
法

の
規
定
は
原
則
と
し
て
之
を
基
本
税
法
の
中
に
組
入
れ
名
ベ
き

で
あ
る
と
信
ゃ
る
の
で
あ
る
。

我
閣
の
税
制
に
つ
い
て
は
根
本
的
改
革
が
要
望
せ
ら
れ
、
現

に
第
七
十
同
哨
圃
議
曾
に
於
て
も
衆
議
院
は
「
:
・
:
中
央
地
方

佐
治
A
T
る
根
本
的
税
制
改
革
そ
行
ひ
;
・
・
:
」

の
附
帯
決
議
佐
紅

し
貴
族
院
は
「
:
:
:
中
央
地
方
を
通
や
る
税
制
改
正
案
を
次
の

通
常
議
舎
に
提
出
す
べ
し
:
:
:
」
の
希
望
決
議
を
行
っ
て
ゐ
る
。

寅
は
昭
和
十
三
年
度
に
は
中
央
地
方
に
通
告
y

る
税
制
の
根
本
的

改
革
が
行
は
れ
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
園
ら
A
Y
も
事
愛
の
篤
め
に

延
期
と
た
っ
て
ゐ
る
。
臨
時
租
税
増
徴
法
の
問
題
も
、
と
の
中

央
地
方
に
遇
十
る
税
制
の
根
本
的
改
革
と
闘
連
を
有
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
前
週
の
如
く
臨
時
租
税
増
徴
訟
は
、
衆
議
院
に
於

て
は
「
臨
時
租
税
増
徴
法
の
適
用
を
昭
和
十
二
年
度
に
限
定
し

:
:
:
」
と
決
議
し
貴
族
院
に
於
て
は
「
臨
時
租
税
増
徴
法
の
施

行
は
昭
和
十
二
年
度
限
り
之
を
止
め
:
:
:
」
と
決
議
し
て
ゐ
る

結
果
と
し
て
、
決
し
て
之
を
恒
久
化
し
て
は
友
ら
ぬ
と
云
ふ
の

で
る
る
。
も
し
臨
時
租
税
増
徴
法
を
基
本
税
法
に
組
入
れ
て
恒

終
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久
化
す
る
様
た
事
が
あ
る
と
、
共
の
結
果
と
し
て
衆
議
院
と
貴

族
院
と
の
決
議
が
無
間
せ
ら
れ
、
中
央
地
方
に
惑
や
る
税
制
の

根
本
的
改
革
が
行
は
れ
な
く
た
る
虞
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ

る
。
築
者
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
臨
時
租
税
増
徴
訟
を
基
本
税

訟
に
粧
入
れ
た
く
て
も
税
制
改
革
を
行
は
た
い
心
算
な
ら
ば
共

恵
国
て
土
町
、
り
、

f
l
i
 
有
も
税
制
改
革
を
行
ふ
と
云
ふ
勇
狛
心
が
あ
れ
ば

臨
時
租
税
増
徴
法
を
基
本
税
法
に
組
入
れ
て
も
何
等
の
差
支
を

生
じ
友
い
の
で
あ
る
。
臨
時
租
税
増
徴
法
を
根
本
的
税
制
改
革

と
結
び
つ
け
る
所
に
無
理
が
存
し
て
ゐ
る
。

根
本
的
税
制
改
革
を
直
ち
に
行
ふ
の
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り

臨
時
租
税
増
徴
法
は
底
止
せ
ら
れ
る
事
と
友
る
。
根
本
的
税
制

改
革
を
暫
〈
延
期
す
る
の
で
あ
れ
ば
臨
時
税
法
を
整
理
す
る
第

一
段
の
一
方
法
と
し
て
臨
時
租
税
増
徴
法
を
庭
置
せ
ね
ば
友
ら

ね
。
三
階
建
の
護
雑
友
る
園
税
制
度
を
二
階
建
の
簡
草
・
た
る
園

税
制
度
に
改
め
る
矯
め
に
は
、
何
と
し
て
も
臨
時
租
税
増
徴
法

を
解
賭
し
て
共
の
大
部
分
を
基
本
税
法
に
包
含
せ
し
め
る
必
要

が
あ
る
。


